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	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"■コンビニのバラエティーに富《と》んだ商品《しょうひん》は一般《いっぱん》的《てき》なの？\n\n日本《にほん》のコンビニは、本当《ほんとう》に便利《べんり》な存在《そんざい》です。弁当《べんとう》やおにぎり、スイーツなどの食料《しょくりょう》品《ひん》から、日《にち》用品《ようひん》、雑誌《ざっし》、さらには公共《こうきょう》料金《りょうきん》の支払《しはら》いまで、生活《せいかつ》のあらゆるニーズをカバーしているところが素晴《すば》らしいと思《おも》います。私《わたし》自身《じしん》、仕事《しごと》帰《がえ》りに｜立《た》ち寄《よ》ることが多《おお》いのですが、必要《ひつよう》なものが一度《いちど》でそろうので、忙《いそが》しい日《ひ》には特《とく》に助《たす》かっています。\nさらに、各《かく》チェーンがオリジナル商品《しょうひん》や季節《きせつ》限定《げんてい》商品《しょうひん》を工夫《くふう》して展開《てんかい》している点《てん》も、日本《にほん》のコンビニならではです。たとえば、新《しん》商品《しょうひん》のスイーツを試《ため》すのがちょっとした楽《たの》しみになっています。また、地域《ちいき》ごとの名産《めいさん》品《ひん》が手《て》に入《はい》るのも面白《おもしろ》いです。以前《いぜん》、出張《しゅっちょう》先《さき》で地元《じもと》の特産《とくさん》品《ひん》を使《つか》った限定《げんてい》おにぎりを見《み》つけて感動《かんどう》したことがあります。\n日本《にほん》のコンビニは観光《かんこう》客《きゃく》にとっても魅力《みりょく》的《てき》な存在《そんざい》だと思《おも》います。外国《がいこく》人《じん》の友人《ゆうじん》に案内《あんない》したとき、「こんなに便利《べんり》な場所《ばしょ》があるなんて信《しん》じられない！」と驚《おどろ》かれました。24時間《じかん》営業《えいぎょう》で、手軽《てがる》に食事《しょくじ》が買《か》えるだけでなく、品質《ひんしつ》も高《たか》いので、日本《にほん》を訪《おとず》れる｜人々《ひとびと》にとっても欠《か》かせないスポットだと感《かん》じます。こうした便利《べんり》さや多彩《たさい》な商品《しょうひん》は、日本《にほん》社会《しゃかい》の生活《せいかつ》インフラの一部《いちぶ》になっています。私《わたし》たちにとっては「｜当《あ》たり前《まえ》」に思《おも》える存在《そんざい》ですが、その影響《えいきょう》力《りょく》や重要《じゅうよう》性《せい》を改《あらた》めて考《かんが》えると、本当《ほんとう》にすごい仕組《しく》みだと思《おも》います。","rotate":0,"settings":{"lineNumberFlg":false,"columnFlg":false,"verticalFlg":false,"charSpace":"0","lineCharMax":40,"gothicFlg":true,"columnNum":10,"lineSpace":"0.5"},"styles":"00000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000"} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"■日本《にほん》のトイレがすごくハイテクなのはなぜ？\n\n日本《にほん》のトイレがこれほどハイテク化《か》しているのは、本当《ほんとう》に興味深《きょうみぶか》いです。特《とく》に、ウォシュレットや温水《おんすい》洗浄《せんじょう》便座《べんざ》は、日本《にほん》独特《どくとく》の文化《ぶんか》を象徴《しょうちょう》するものだと思《おも》います。私《わたし》も海外《かいがい》の取引《とりひき》先《さき》の｜方々《かたがた》を案内《あんない》すると、必《かなら》ずといっていいほどトイレの機能《きのう》に驚《おどろ》かれます。「こんなに快適《かいてき》なトイレは初《はじ》めてだ！」と言《い》われることが多《おお》いですし、清潔《せいけつ》さを重視《じゅうし》する日本《にほん》の文化《ぶんか》が強《つよ》く表《あらわ》れていると感《かん》じます。おもてなしの精神《せいしん》がトイレにも反映《はんえい》されているのが日本《にほん》らしいところです。\nたとえば、公共《こうきょう》施設《しせつ》で「音《おと》姫《ひめ》」（擬音《ぎおん》装置《そうち》）が設置《せっち》されているのを見《み》ると、利用《りよう》者《しゃ》が快適《かいてき》に感《かん》じられるように細《こま》かい配慮《はいりょ》がされていることに気《き》づかされます。こうした小《ちい》さな工夫《くふう》が、海外《かいがい》の｜方々《かたがた》から「日本《にほん》はすごい！」と言《い》われる理由《りゆう》の一《ひと》つになっているのだと思《おも》います。それに、高層《こうそう》ビルや商業《しょうぎょう》施設《しせつ》などで導入《どうにゅう》されている最新《さいしん》技術《ぎじゅつ》も素晴《すば》らしいです。節水《せっすい》しながらも静《せい》音《おん》性《せい》を保《たも》つ洗浄《せんじょう》システムなど、環境《かんきょう》への配慮《はいりょ》も忘《わす》れないところに感心《かんしん》します。\n日本《にほん》のトイレは、清潔《せいけつ》志向《しこう》やサービス精神《せいしん》が｜作《つく》り上《あ》げた『日本《にほん》らしさ』そのものだと思《おも》います。私《わたし》自身《じしん》、こうしたトイレを日常《にちじょう》的《てき》に利用《りよう》していると、海外《かいがい》に行《い》ったときにその違《ちが》いを強《つよ》く感《かん》じます。日本《にほん》では、トイレも含《ふく》めて生活《せいかつ》の細部《さいぶ》に至《いた》るまで快適《かいてき》さが追求《ついきゅう》されていることを、改《あらた》めて実感《じっかん》します。","rotate":0,"settings":{"lineNumberFlg":false,"charSpace":"0","lineSpace":"0.5","verticalFlg":false,"columnNum":10,"columnFlg":false,"gothicFlg":true,"lineCharMax":40}} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"■日本《にほん》ではなぜポケットティッシュが無料《むりょう》で配《くば》られているの？\n\n日本《にほん》でポケットティッシュが無料《むりょう》で配《くば》られているのは、広告《こうこく》宣伝《せんでん》のためです。ティッシュの中《なか》に小《ちい》さな広告《こうこく》チラシを同封《どうふう》することで、実用《じつよう》的《てき》なアイテムを手《て》に取《と》ってもらいながら、自然《しぜん》と広告《こうこく》を目《め》にしてもらう仕組《しく》みになっています。\nポケットティッシュは小《ちい》さくて｜持《も》ち運《はこ》びが便利《べんり》なうえ、実際《じっさい》に使《つか》う場面《ばめん》も多《おお》いので、｜受《う》け取《と》る人《ひと》も抵抗《ていこう》なく手《て》に取《と》ります。駅前《えきまえ》や繁華《はんか》街《がい》でティッシュを配《くば》っている場面《ばめん》をよく見《み》かけますが、人通《ひとどお》りの多《おお》い場所《ばしょ》で直接《ちょくせつ》手渡《てわた》しすることで、多《おお》くの人《ひと》に広告《こうこく》を届《とど》けられるのは企業《きぎょう》にとっても効果《こうか》的《てき》です。\nまた、日本人《にほんじん》は花粉《かふん》症《しょう》や風邪《かぜ》対策《たいさく》で日常《にちじょう》的《てき》にティッシュを使《つか》う機会《きかい》が多《おお》いので、もらったティッシュもすぐに使《つか》われて消費《しょうひ》されます。私《わたし》もポケットティッシュをもらうと、すぐに使《つか》うことが多《おお》いですし、実際《じっさい》に広告《こうこく》を目《め》にすることも多《おお》いです。消費《しょうひ》者《しゃ》にとっては助《たす》かる存在《そんざい》でありながら、広告《こうこく》主《ぬし》にとってもメリットがある、このバランスの良《よ》さが、ポケットティッシュ配布《はいふ》が長《なが》く続《つづ》いている理由《りゆう》です。","rotate":0,"settings":{"columnNum":10,"gothicFlg":true,"columnFlg":false,"lineSpace":"0.5","lineCharMax":40,"verticalFlg":false,"charSpace":"0","lineNumberFlg":false}} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"■日本《にほん》にはなぜ｜ゴミ箱《　　　　　ばこ》がなくても街《まち》がキレイなの？\n\n日本《にほん》の街《まち》を歩《ある》いていると、｜ゴミ箱《　　　　　ばこ》があまり見当《みあ》たらないのに、道《みち》や公園《こうえん》がきれいに保《たも》たれているのは本当《ほんとう》に印象《いんしょう》的《てき》です。これにはいくつかの背景《はいけい》があります。まず、「自分《じぶん》のゴミは自分《じぶん》で｜持《も》ち帰《かえ》る」という意識《いしき》が、多《おお》くの日本人《にほんじん》の間《あいだ》で強《つよ》く根付《ねづ》いていることが挙《あ》げられます。子《こ》どもの頃《ころ》から学校《がっこう》や地域《ちいき》で清掃《せいそう》活動《かつどう》を経験《けいけん》しているので、「ゴミを散《ち》らかさない」というマナーが自然《しぜん》と身《み》についている人《ひと》が多《おお》いのだと思《おも》います。私《わたし》自身《じしん》も外《そと》で出《で》たゴミは、かばんに入《い》れて家《いえ》に｜持《も》ち帰《かえ》る習慣《しゅうかん》があります。\nまた、日本《にほん》では地域《ちいき》全体《ぜんたい》で公共《こうきょう》の場所《ばしょ》をきれいに保《たも》とうとする意識《いしき》が高《たか》いのも特徴《とくちょう》的《てき》です。地域《ちいき》住民《じゅうみん》が定期《ていき》的《てき》に行《おこな》う清掃《せいそう》活動《かつどう》や、ボランティアによるゴミ拾《ひろ》いの｜取《と》り組《く》みを目《め》にすることも少《すく》なくありません。こうした自主《じしゅ》的《てき》な努力《どりょく》に加《くわ》えて、職員《しょくいん》の｜方々《かたがた》がこまめに清掃《せいそう》を行《おこな》ってくれているので、街《まち》が美《うつく》しい状態《じょうたい》を保《たも》てているのだと思《おも》います。\nさらに、行政《ぎょうせい》がゴミの分別《ふんべつ》収集《しゅうしゅう》や清掃《せいそう》活動《かつどう》を積極《せっきょく》的《てき》に支援《しえん》していることも大《おお》きな要因《よういん》です。こうした仕組《しく》みや｜取《と》り組《く》みが組《く》み合《あ》わさって、「｜ゴミ箱《　　　　　ばこ》が少《すく》ないのにきれいな街《まち》」という日本《にほん》特有《とくゆう》の風景《ふうけい》が生《う》まれているのだと思《おも》います。\n私《わたし》も外国《がいこく》人《じん》の友人《ゆうじん》に日本《にほん》の街《まち》のきれいさを褒《ほ》められることがよくあります。そのたびに、こうした文化《ぶんか》的《てき》な背景《はいけい》や社会《しゃかい》全体《ぜんたい》の意識《いしき》の高《たか》さを誇《ほこ》りに思《おも》います。","rotate":0,"settings":{"lineSpace":"0.5","verticalFlg":false,"charSpace":"0","gothicFlg":true,"columnFlg":false,"lineNumberFlg":false,"lineCharMax":40,"columnNum":10}} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"■日本《にほん》の学校《がっこう》では生徒《せいと》が掃除《そうじ》をするって本当《ほんとう》？\n\n日本《にほん》の学校《がっこう》では、生徒《せいと》自身《じしん》が教室《きょうしつ》や廊下《ろうか》、トイレなどを掃除《そうじ》するのが一般《いっぱん》的《てき》です。これには、「自分《じぶん》たちの使《つか》う場所《ばしょ》は自分《じぶん》たちできれいにする」という｜考《かんが》え方《かた》が根付《ねづ》いているからだと思《おも》います。私《わたし》も学生《がくせい》時代《じだい》、掃除《そうじ》の時間《じかん》がありましたが、単《たん》にきれいにするだけではなく、共同《きょうどう》作業《さぎょう》の大切《たいせつ》さや責任《せきにん》感《かん》を学《まな》ぶ機会《きかい》だったと感《かん》じています。掃除《そうじ》を授業《じゅぎょう》の一環《いっかん》として｜取《と》り入《い》れることで、道具《どうぐ》を大切《たいせつ》に扱《あつか》う態度《たいど》や、自分《じぶん》たちの環境《かんきょう》を整《ととの》える習慣《しゅうかん》が自然《しぜん》と身《み》につきます。\nたとえば、床《ゆか》の雑巾《ぞうきん》がけや黒板《こくばん》をきれいにする作業《さぎょう》は一見《いっけん》地味《じみ》ですが、その｜積《つ》み重《かさ》ねが自立《じりつ》心《しん》や協力《きょうりょく》する姿勢《しせい》を育《そだ》てます。また、学年《がくねん》が上《あ》がるにつれて掃除《そうじ》の範囲《はんい》が広《ひろ》がり、責任《せきにん》も増《ふ》えていくので、そうした経験《けいけん》を通《つう》じて集団《しゅうだん》の一員《いちいん》としての役割《やくわり》も学《まな》ぶことができました。\nさらに、日本《にほん》の地域《ちいき》社会《しゃかい》全体《ぜんたい》で「みんなで環境《かんきょう》を整《ととの》える」という意識《いしき》が高《たか》いことも影響《えいきょう》していると思《おも》います。学校《がっこう》での掃除《そうじ》はその｜入《い》り口《ぐち》と言《い》えるかもしれません。こうした｜取《と》り組《く》みは予算《よさん》や人員《じんいん》の問題《もんだい》だけでなく、「人間《にんげん》形成《けいせい》に役立《やくだ》つ」という｜考《かんが》え方《かた》が根強《ねづよ》く支持《しじ》されているからこそ、長《なが》い間《あいだ》続《つづ》いてきたのだと思《おも》います。\n日本《にほん》の学校《がっこう》掃除《そうじ》の文化《ぶんか》は、責任《せきにん》感《かん》や協力《きょうりょく》の精神《せいしん》を育《はぐく》む大切《たいせつ》な仕組《しく》みだと改《あらた》めて実感《じっかん》します。","rotate":0,"settings":{"charSpace":"0","lineSpace":"0.5","columnNum":10,"lineCharMax":40,"lineNumberFlg":false,"verticalFlg":false,"columnFlg":false,"gothicFlg":true}} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":"#000000","text":"■なぜゴミの分別《ぶんべつ》のルールがこんなに細《こま》かいの？\n\n日本《にほん》でゴミの分別《ぶんべつ》が細《こま》かい理由《りゆう》には、やはり環境《かんきょう》保護《ほご》や資源《しげん》の有効《ゆうこう》活用《かつよう》といった大《おお》きな目的《もくてき》があります。たとえば、プラスチック、びん・かん、紙《かみ》などを分《わ》けて回収《かいしゅう》することでリサイクルがしやすくなり、｜埋《う》め立《た》て処分《しょぶん》の量《りょう》を減《へ》らすことができます。これによって、持続《じぞく》可能《かのう》な社会《しゃかい》の実現《じつげん》に貢献《こうけん》しているというのは、すごく意義《いぎ》のある｜取《と》り組《く》みだと思《おも》います。\nさらに、自治体《じちたい》ごとにゴミの分別《ぶんべつ》ルールが異《こと》なるのも、日本《にほん》の特徴《とくちょう》の一《ひと》つです。地域《ちいき》によって処理《しょり》施設《しせつ》の設備《せつび》や地形《ちけい》的《てき》な条件《じょうけん》が異《こと》なるため、それに応《おう》じた細《こま》かい分別《ぶんべつ》が必要《ひつよう》とされることが多《おお》いです。私《わたし》も｜引《ひ》っ越《こ》しをした際《さい》に、最初《さいしょ》は地域《ちいき》ごとのルールに慣《な》れるのが少《すこ》し大変《たいへん》でしたが、慣《な》れてくるとそれが｜当《あ》たり前《まえ》になりました。日本《にほん》では、学校《がっこう》や家庭《かてい》で「自分《じぶん》のゴミは自分《じぶん》で責任《せきにん》をもって処理《しょり》する」という教育《きょういく》が幼《おさな》い頃《ころ》から行《おこな》われていることも、分別《ぶんべつ》がしっかりと根付《ねづ》いている理由《りゆう》の一《ひと》つだと思《おも》います。こうした教育《きょういく》のおかげで、多《おお》くの人《ひと》がルールを守《まも》り、結果《けっか》として家庭《かてい》から出《で》る廃棄《はいき》物《ぶつ》のリサイクル率《りつ》も高《たか》まっています。\nもちろん、細《こま》かい分別《ぶんべつ》は最初《さいしょ》は少《すこ》し面倒《めんどう》に感《かん》じることもありますが、それが環境《かんきょう》への負担《ふたん》を減《へ》らし、清潔《せいけつ》で住《す》みやすい街《まち》づくりに繋《つな》がっていると思《おも》うと、やる意義《いぎ》を感《かん》じます。こうした｜取《と》り組《く》みが、日本《にほん》の街《まち》のきれいさや環境《かんきょう》保全《ほぜん》に大《おお》きく役立《やくだ》っていると実感《じっかん》しています。","rotate":0,"settings":{"charSpace":"0","lineNumberFlg":false,"gothicFlg":true,"lineSpace":"0.5","columnNum":10,"verticalFlg":false,"columnFlg":false,"lineCharMax":40}} 
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